
吉田ゼミ (統計・回帰分析確認クイズ）



  吉田のホームページから「統計・回帰分析理解度確認クイズ」を右クリックしてファイルをダウンロードすること。ファイルには、円ドル為替レート（1983年1月～1997年12月）と日本の貿易収支（1985年1月～1997年12月）の月次データがエクセルのファイルに含まれている。以下の設問に答えよ。

[1] 全期間（’83-’97）の為替レートのグラフを作成せよ。

[2] 期間中の為替の動きを解説せよ。（注：数値の上昇は、円安ドル高。）

[3] 全期間(‘85-’97)の貿易収支のグラフを作成せよ。

[4] 1986年1月から1992年12月の貿易収支と、同期間の為替レートとの相関係数を調べよ。（ヒント：=CORREL(,)を用いる。もし、貿易収支のデータがA2からA22までで、為替レートのデータがF2からF22までであれば、=CORREL(A2:A22,F2:F22)で相関係数が得られる。）

[5] 同じ期間の貿易収支と、一月前にずらした為替レート（1985年12月～1992年11月）との相関係数を求めよ。これを一ヶ月のラグと呼ぶ。同様に、貿易収支の期間は動かさずに、一月づつ更に為替レートの期間をずらし、最大36ヶ月のラグまでとの相関係数を求めよ。

[6] 以上の分析から為替レートと貿易収支の関係にはラグが存在していることが分かる。最も相関係数が大きかったラグの為替レートを用いて、従属変数（被説明変数）を（1986年1月から1992年12月）貿易収支とした回帰分析を行え。

[7] これまでのグラフや、回帰分析の結果を詳細に吟味して、貿易収支と為替レートとの関係を分析・解説せよ。背景にある経済学的意義や理論を考えて述べよ。急激な円高の影響は、日本経済にどのような影響を及ぼすかも議論せよ。

